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JTDBは、2017年 ま で に 約 294,000人の外傷患者が登録され、2017年には日本の救命救急セ 
ンターの約75%が登録に参加している全国規模のデータベースである。JTDBの選択基準は、 
AIS(Abbreviated Injury Scale)が 3 以上の外傷患者である。2004年 か ら 2017年の間に 
294,274の症例が登録され、31，250人は四輪自動車事故関連の外傷患者であった。 餘外基準 
は、搬入時心刑T停 止 (n=1600) •デ ー タ の 欠 落 (n=399) •受 傷 時 15歳 未 満 (n=888)とした。 四 
輪 自 動 車 乗 客28,423人を対象として、そ の 中 か ら2004年 か ら 2008年 (n=4,684)を期間A と 
し 2016年 か ら 2017年 (n=3, 690)を 期 間B として比較検討した。検討項目は、年 齢 、性別、 
車両の乗車位;置、救急要請から病院到着時間、病院到着時のバイタルサイン、FAST (Focused 
Assessment with Sonography for Trauma)、AIS スコア、ISS(Injury Severity Score)、転 





① 期 間 A 群 と 期 間 B 群の背景、バイタルサイン及び重症度の比較
期 間 B 群 で は A 群に比べ、有 意 に 平 均 年 齢 が 高 く（53歳 及 び 45歳） 、女性没び後部座 
席乗員の割合が多かった。 また、B 群では、病院到着時の平均血圧、体 温 汲 び GCS (フル 
ス ペ ル で ！） が A 群に比べて有意に高値であったが、心相数、呼 吸 数 及 びFAST陽性の割 
合は有意に低値であった。ISSは 2 群間で有意差はなかったが、死亡率は期間B 群で有
意 に 低 値 で あ っ た（7.9%か ら 4.3%)。




別 紙 様 式 3 の 2 (課 程 博 士  • 論 文 博 士 共 用 )
(続紙）
② 期 間 A 群での生宿群と死亡群の検討
死亡群で平均年齢と男性の割合が生存群に比べて有意に高値で、助手席乗員の割合が有 
意に低値であった。 死亡群では病院到着時の拡張期血圧、体 温 及 び GCSが生存群に比べ 
て有意に低値であったが、ISS及び頸部と腹部のAISが有意に高値であった。
③ 期 間 B 群での生存群と死亡群の検討
死亡群では生存群に比べて平均年齢、男性の割合、FAST陽性率、ISS及び胸部、腹部と 
下 肢 の ISSが有意に髙{直であったが、病 院 到 着 時 のGCSは有意に低^:であった。
④ 期 間 A 群 と 期 間 B 群における死亡率の独立した予測因子の検討
期 間 A 群において死亡を予測する独立した因子は、男性、助手席乗員、高齢、拡張期血 
圧低下、体温低下、GCS低値、頸 部 と 腹 部 のAIS高値であった。期 間 B 群の独立した予 
測因子は、男性、高齢、GCS低値、腹 部 の AIS高 値 及 びFAST陽性であった。
【考察】期 間 A 群 と 期 間 B 群を比較すると、平 均 年 齢 が45歳 か ら 53歳に増加していること 
に関しては、 日本の高齢化人口を反映していると考える。 そして、死 亡 率 が 7. 9%か ら 4. 3% 
へ減少し、多くの損傷重症度が低下し、生理学的パラメータが改善していた。本研究では、 
死亡率の減少や重症度の改善により、搬 入 時 の GCSが増加し、や FAST曝性率が大幅に低下 
したと考えられる。 死亡率の低下を一つの要因で説钥 することは困難である。今回の調査期 
間の間、2008年に後部座席でのシートベルトの使用を義務付ける法律と2007年に飲酒運転 
に対する罰則の強化がなされた。 この結果、飲酒運転による交通事故の件数は尤幅に減少し 
た。 さらに自動車安全装置の発展により、 シ ー ト べ 卜 着 用 率 の 向 上 や エ ア バ ッ グ 装 着 車 両  
の割合も増加した。 これら複数の要因が大きく関与していると考える。
期 間 A 群において死亡の独立した予測因子は拡張期血圧低値、体温低値、GCS低値で、頸 
部と 腹 部 のAIS高値、高齢男性の助手席乗員が挙げられた。 しかし、期 間 B になると拡張期 
血圧、体温、頸 部 の AIS、助手席乗客は独立した予測因子ではなくなった。 両期間群で共通 
した死亡の予測因子はGCS低値と高齢であった。 そして、期 間 B において死亡に独立した予 
測 因 子は腹部のAIS高 値 と FAST陽性所見であった。 これは、 シートベルトの使用率が高ま 
り、前部座席でのエアバックが標準装備なるにつれて、胸部や頭部の重症損傷が減少した一 
方で、 シートべルト自体の外力による腹部臓器を損傷が増加したと考えられる。 また、FAST 
陽性所見に関しては、 日本での初期診療でのFASTの普及によって、腹部臓器損傷が検出さ 
れやすくなったことが挙げられる。
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